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事 務 所 名

図面番号図示

多　治　見　市

明和町横断歩道橋 補修一般図

藤コンサル株式会社

市道613800線

多治見市明和町6丁目地内

明和町横断歩道橋 補修一般図
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橋改第1号　橋梁長寿命化工事（明和歩道橋）
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注1）図中の補修計画は、｢既存点検データ｣、｢現地調査｣等に基づくものであり、工事に際しては現地状況を十分把握し、

　　 併せて監督職員の了承を得た上で実施すること。

注2）施工に際し障害となる構造物が確認された場合は、管理者と協議を行い承諾を得た上で実施すること。
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Rc-Ⅰ塗装系(スプレー)

塗装工程 塗料名
使用量

有機ジンクリッチペイント 600防食下塗

(g/m )

1種(循環式ハイブリッドブラストシステム工法同等品) 

下　塗

下　塗

中　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗

240
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170

素地調整

2
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塗装間隔

(20℃)
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4時間以内
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1日～10日

工　事　名

路　線　名

施工箇所名

図面の種類

縮      尺

会  社  名

事 務 所 名

図面番号図示

多　治　見　市

明和町横断歩道橋 塗装塗替工詳細図(1)

藤コンサル株式会社

市道613800線

多治見市明和町6丁目地内

明和町横断歩道橋 塗装塗替工詳細図(1)
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昇降部１ S=1:50

注1）図中の補修計画は、｢既存点検データ｣、｢現地調査｣等に基づくものであり、工事に際しては現地状況を十分把握し、

　　 併せて監督職員の了承を得た上で実施すること。

注2）施工に際し障害となる構造物が確認された場合は、管理者と協議を行い承諾を得た上で実施すること。
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図面の種類
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会  社  名

事 務 所 名

図面番号図示

多　治　見　市

明和町横断歩道橋 塗装塗替工詳細図(2)

藤コンサル株式会社

市道613800線

多治見市明和町6丁目地内

明和町横断歩道橋 塗装塗替工詳細図(2)
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昇降部２ S=1:50

注1）図中の補修計画は、｢既存点検データ｣、｢現地調査｣等に基づくものであり、工事に際しては現地状況を十分把握し、

　　 併せて監督職員の了承を得た上で実施すること。

注2）施工に際し障害となる構造物が確認された場合は、管理者と協議を行い承諾を得た上で実施すること。
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㉙ ㉚
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①

1985 1985 712 776

④ ⑥ ⑧①② ⑤ ⑫ ⑨⑩

3
1
6

③ ⑦ ⑪

⑬

⑮
⑭

1
9
0
0

⑰

⑯

⑱ ⑲ ⑳

㉑

㉓ ㉒

㉔

㉕
㉖

㉙ ㉛

682 682

㉚ ㉜

㉝

㉟
㉞

㊱

㊲

6750 増し塗⑭

895 増し塗⑪

8292 増し塗⑫

Rc-Ⅰ塗装系(スプレー)

塗装工程 塗料名
使用量

有機ジンクリッチペイント 600防食下塗

(g/m )

1種(循環式ハイブリッドブラストシステム工法同等品) 

下　塗

下　塗

中　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗

240

240

170

素地調整

2

上　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 140

塗装間隔

(20℃)

1日～10日

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

通路部排水装置 S=1:30

5
0

400

2100

80 870 200 870 80

200

56φ89 56

5
0

2
0
0

5
0

□200×200

2100

80 870 200 870 80

2
4
0

①

②③④
883

⑥⑦
⑧

⑨

⑩

⑤

昇降部排水装置 S=1:30

1
0
0

5
0

200

φ89

□200×200

800

2
0
0

2-PL 178×100×9

桁連結装置 S=1:30

㉗

㉘

2501
6
1
0
0

L=0.72m

増し塗範囲 S=1:30

通路部

9
1
0
0

150

L=0.51m

昇降部

2
5
05
1
7

266 1234

1500

昇降部最下段

10

9

9
1
0
0

75

9

L=0.36m
(踊り場階段側)

①②

④③
272

⑤
⑯⑰⑮

工　事　名

路　線　名

施工箇所名

図面の種類

縮      尺

会  社  名

事 務 所 名

図面番号図示

多　治　見　市

明和町横断歩道橋 塗装塗替工詳細図(3)

藤コンサル株式会社

市道613800線

多治見市明和町6丁目地内

明和町横断歩道橋 塗装塗替工詳細図(3)

12 葉之内  5

橋改第1号　橋梁長寿命化工事（明和歩道橋）



1010

4
0
0

870

4
0
0

820

4
0
0

890

4
0
0

裾隠し板詳細図 S=1:20

640

4
0
0

タイプ① タイプ② タイプ③ タイプ④ タイプ⑤

1083

4
0
0

タイプ⑥

815

4
0
0

タイプ⑦

665

4
0
0

タイプ⑧

2-400×1010 2-400×870
8-400×820 58-400×890 4-400×640

4-400×1083
4-400×815

4-400×665

取付金具 24個 取付金具 18個
取付金具 72個 取付金具 522個 取付金具 36個

取付金具 48個
取付金具 36個

取付金具 36個

※取付金具は再利用
※裾隠し板は取替え

昇降部１ S=1:50

注1）図中の補修計画は、｢既存点検データ｣、｢現地調査｣等に基づくものであり、工事に際しては現地状況を十分把握し、

　　 併せて監督職員の了承を得た上で実施すること。

注2）施工に際し障害となる構造物が確認された場合は、管理者と協議を行い承諾を得た上で実施すること。

側面図(A-A）

2250 10 7600

100930 5@1000=500070 750 750

12000

75 925 10@1000=10000 925 75

2250 10

75 1120 980 75

昇降部２ S=1:50

側面図(D-D)

9000

70 930 7@1000=7000 930 70 70 930 7@1000=7000 100

10 75 10775 775 75 8100

座金(t=3.0mm)裾隠し板

12
.5
R

8φボルト孔

20

40 30

70

1
0

2
5

1
0

4
5

W

φ
6

1-U.BOLT M6×70 (2-1種Nut付,SUS304)
2-座金.PL 20×3×45 (SUS304)

裾隠し板取付金具(参考) S=1:2

※縦格子の塗装の剥がれを防止するため、
Uボルトに緩衝材をはさむこと。

4820

75 4@1167.5=4670

位 置 図

通　路　部

昇降部１

昇降部２

A

A

B

B

C

C D

D

側面図(B-B）

側面図(C-C）

75

手すり 撤去･復旧 9060

手すり 撤去･復旧

 1550

手すり 撤去･復旧 8110

手すり 撤去･復旧 2100

手すり 撤去･復旧 7600

手すり 撤去･復旧 4670

手すり 撤去･復旧 2100

手すり 撤去･復旧 1210
0

75 1120 980 75

裾隠し板取替え
ポリカーボネート板

裾隠し板取替え
ポリカーボネート板

裾隠し板取替え
ポリカーボネート板

裾隠し板取替え
ポリカーボネート板

※取付金具は再利用

※取付金具は再利用

※取付金具は再利用

※取付金具は再利用

タイプ① タイプ② タイプ③ タイプ④ タイプ⑤

タイプ⑥

タイプ① タイプ⑦ タイプ④タイプ② タイプ⑦

タイプ③ タイプ④ タイプ③ タイプ⑧ タイプ③ タイプ④

S=1:25

工　事　名

路　線　名

施工箇所名

図面の種類

縮      尺

会  社  名

事 務 所 名

図面番号図示

多　治　見　市

藤コンサル株式会社

市道613800線

多治見市明和町6丁目地内

明和町横断歩道橋 横断歩道橋側板工詳細図

12 葉之内  8

橋改第1号　橋梁長寿命化工事（明和歩道橋）

mailto:4@1167.5


500

薄層舗装 t=8mm

セメントモルタル t=25mm

階段部側面図(B-B)S=1:10

8
9

セラミック金属補修
パテ工法同等品

2250

75 2100 75

階段部正面図(A-A)

モルタル t=25mm

薄層舗装 t=8mm

1
5
0

1
5
0

750 600 750

S=1:30

2
5
0

2
5
0

セラミック金属補修パテ工法同等品

8
9

孔食(t=4.5mm) 減肉
20×100 2箇所

排水管補修詳細図S=1:30

□200×200

283

1
0
0

141

セラミック金属補修
特殊パテ工法同等品1

0
0

(断面図)

路面中心

断　面　図

当て板補修２詳細図 S=1:5

横桁

50

(50)

8
0

平　面　図

セラミック金属

横桁

補修パテ工法同等品

35

当て板補修１詳細図 S=1:5

35

5
0

断　面　図

平　面　図

主桁

主桁

P1橋脚側

P1橋脚側

セラミック金属

補修パテ工法同等品

30

30

3
0

30

断　面　図主桁

P1橋脚側

セラミック金属

補修パテ工法同等品

(30)

3
0

1265

150

178

75

85

75

189

部材取替え詳細図 S=1:20

下横構 撤去･復旧
1-L 75×75×9×1265(SM400A)

6

6

ガウジング工
現場溶接工

注1）図中の補修計画は、｢既存点検データ｣、｢現地調査｣等に基づくものであり、工事に際しては現地状況を十分把握し、

　　 併せて監督職員の了承を得た上で実施すること。

注2）施工に際し障害となる構造物が確認された場合は、管理者と協議を行い承諾を得た上で実施すること。

P2橋脚

2
3
4
0

部材取替え
下横構

当て板補修１
デッキプレート

L-75×75×9×1265

当て板補修２
デッキプレート

当て板補修
排水管

P3橋脚

通路部平面図

昇降部平面図

2
4
0
0

1
5
0

2
1
0
0

1
5
0

7
5
0

6
0
0

7
5
0

P4橋脚 A2橋台 当て板補修３
蹴上げ

A

A

B B

当て板補修３詳細図

S=1:20

工　事　名

路　線　名

施工箇所名

図面の種類

縮      尺

会  社  名

事 務 所 名

図面番号図示

多　治　見　市

明和町横断歩道橋 当て板補修工詳細図

藤コンサル株式会社

市道613800線

多治見市明和町6丁目地内

明和町横断歩道橋 当て板補修工詳細図

12 葉之内 10

橋改第1号　橋梁長寿命化工事（明和歩道橋）



断面図(D-D) S=1:30

3
3
6
0

6
0
0

1
7
6
0

1
0
0
0

3800

屋根足場
板張防護工＋シート張防護工×2

600 2600 600

吊足場 TYPE-A3
板張防護工＋床面シート張防護工×2

吊足場 TYPE-B
板張防護工＋シート張防護工×2

信号用引込線

4410

単管足場(側面)　14770

吊足場(板張防護、両側朝顔)　30500 単管足場(側面)　18830

9020

4
7
0
0

側面図(A-A) S=1:100

A1P1

P2

P3

P4

A2

平　面　図 S=1:100

4
2
0
0

歩道

歩道

歩道

歩道

植樹帯

歩道

注1）図中の補修計画は、｢既存点検データ｣、｢現地調査｣等に基づくものであり、工事に際しては現地状況を十分把握し、

　　 併せて監督職員の了承を得た上で実施すること。

注2）施工に際し障害となる構造物が確認された場合は、管理者と協議を行い承諾を得た上で実施すること。

A1

P1

P2

3
6
3
9

3
8
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7

2747 12023

単管足場(桁下)　10172

9267 905

単管足場(側面)　10360

7587

2
0
0
0

1700 8110

2
0
0
0

6
7
6
2

4
0
0
2

単管足場(桁下)　10872

905 8115 1700 152

2
0
0
0

4
2
7
22
2
3
1

2
0
4
0

2
2
3
1

2
1
5
0

4
3
8
2

4
4
2
6

6
9
1
3

2
4
3
0

4
4
8
3

吊足場 TYPE-A3

A A

側面図(B-B) S=1:100

B

B

C

C

単管足場(側面) 4820

3
6
3
9

2
5
9
1

側面図(C-C) S=1:100

単管足場(側面)3400

500 2400 500

側面図(E-E) S=1:100

E

E

D

D

単管足場(桁下)　1606

600
406

600

3
9
6
6

単管足場(桁下)　1606

600
406
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6
0
0

3
8
0
0

6
0
0

2
6
0
0

6
0
0

3
4
0
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0
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2
4
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0

単管足場(側面)　19230

吊足場　30500
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14270
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8
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5
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単
管
足
場
(
側
面
)
4
8
2
0

3
6
0

単管足場(側面)10360500
9860

12287

7760

単管足場(側面)　14770

5002273

500 2247

5
6
9
6

2
0
0
0

3
6
9
6

単管足場

吊足場

昇降部1 階段1

昇降部1 階段2

昇降部1 階段2

①
③ ④②

④

⑤

⑥

⑦ ⑧ ⑨

昇降部2 階段1

⑩ ⑩
⑭

⑪

⑫

⑬

⑮ ⑯

3
9
1
1

昇降部2 階段2

9228

8296

2
0
0
0

3
2
7
8

6
2
3
0

5
8
9
4

4598

4598
10172

7958

3
6
9
6

単管足場(側面)　14770

6
2
3
0

昇降部1 階段1

500 360

5680

336023202773

2
9
0
0

2
7
6
0

橋側面単管足場

橋下単管足場

吊足場

凡 例

注3）通路部側面に設置されている信号機が通行車両から見えるよう、現場に合わせて吊り足場を調整すること。

注4）信号用引込線は仮設工事前に養生すること。

工　事　名

路　線　名

施工箇所名

図面の種類

縮      尺

会  社  名

事 務 所 名

図面番号図示

多　治　見　市

明和町横断歩道橋 仮設参考図

藤コンサル株式会社

市道613800線

多治見市明和町6丁目地内

明和町横断歩道橋 仮設参考図

12 葉之内 12

市道613800線橋改第1号　橋梁長寿命化工事（明和歩道橋）


